
札幌 TSネット キックオフセミナー 開催  令和６年１０月１２日 

 

令和６年１０月１２日（土） 札幌市教育文化会館を会場に、キックオフセミナーを開催

しました！ 

今後、トラブルシューターの取り組みを本格的に始めていくにあたり、この活動の意義を

多くの方に知ってもらいたく企画しました。実際どれだけの人にお集まりいただけるのか

内心ヒヤヒヤしておりました、、、、が、事前申し込みの段階でお断りをせねばならないくら

いの反響を頂き、当日は１３１名の満席にてセミナーを開催することができました。 

福祉職、弁護士に限らず、ご家族、司法、矯正関係、医療、教育、一般市民の皆様含め、幅

広いジャンルの多くの方々にお集まり頂きました 

 

 

① 大川共同代表（弁護士）からの札幌 TSネット設立経緯等の説明 

 

主に弁護人と福祉職との連携を通し、罪にかかわり障がいのある方への支援をさらに進め

ていく必要性があること等について説明がなされました 

 



② 高木氏（全国 TSネットワーク世話人）よりトラブルシューターに係る全国の状況等の

ご説明 

 

動画視聴にて行っています。罪にかかわり障がいのある方の支援において、制度と制度の

狭間に陥りやすく、支援が行き届かないことに対し、全国各地で様々な主体的取り組みが

始まっており、全国的なつながりもできてきた状況であることが理解できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 山田恵太氏（東京 TSネット代表理事）よりご講演 

 

東京で全国的にも先駆けとして 

活動をされている、東京 TSネット 

の山田恵太氏から、東京での実践や 

事例等を通した、この活動の意味を 

考えさせられるお話をお聞きするこ 

とができました。 

 更生支援を考える際に、再犯予防 

が真っ先に頭に浮かびがちですが、 

障がいのある方の置かれている環境 

的要因の問題や、支援の意味合いに 

ついて考えさせられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山田さんは、弁護士でありながら、福祉現場での支援経験もお持ちとのことで、障がい

のある方への温かいまなざしも感じつつも、喋りのプロである弁護士としての語り口も鋭

く、お話に大変引き込まれました。 



④ パネルディスカッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  

 

 

 更生支援に係る札幌の現状と課題について、札幌定着の石井氏の話題提供を元に、障が

い者相談支援の立場から荒川氏、弁護士の立場から船山氏を交え、大川共同代表のコーデ

ィネートでディスカッションを行いました。 

 課題はあれど、お互いの職種や立場を超えて連携を進めていく中で、支援が進んできた

現状があるのだと思いました。TS等の活動により、さらなる支援体制構築が必要です。 



⑤ 全体共有、ディスカッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最後に、受講者の方も含め、様々な立場のみなさまからご意見を伺いました。 

 課題はたくさんありますが、１００名以上の多くの方にお集まり頂き、熱のある議論を

できたことは大きな収穫です。札幌 TSネットの今後にもどうぞご期待ください！！ 



 

 

なお、朝日新聞１０月３１日付の朝刊（北海道版）にて、札幌 TSネット発足、キックオフ

セミナーの開催について、記事をご掲載頂きました。 

 

朝日新聞デジタルからも、記事内容を無料でご覧いただけます 

下記をクリック ↓ 

 

https://www.asahi.com/articles/ASSBL1RNTSBLIIPE00MM.html?iref=pc_ss_date_article 

 

https://www.asahi.com/articles/ASSBL1RNTSBLIIPE00MM.html?iref=pc_ss_date_article

